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１　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
課
題
意
識

　

文
部
科
学
省
が
２
０
１
６
年
に
（
第
２
回
）
教
員
勤

務
実
態
調
査
を
10
年
ぶ
り
に
実
施
し
、
教
員
の
多
忙
、

多
忙
化
そ
し
て
多
忙
感
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
表
１
、

２
、
３
を
参
照
）。
本
調
査
研
究
の
目
的
は
至
っ
て
シ
ン

プ
ル
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
教
員
の
勤
務
実
態
を
研
修

と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
も
っ
て
改
善
す
る
こ
と
を
目
指

す
。
具
体
的
に
は
、
独
立
行
政
法
人
教
職
員
支
援
機
構

（
以
下
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
）
に
お
け
る
中
央
研
修
の
コ
ン
テ

ン
ツ
作
成
を
念
頭
に
置
い
た
調
査
研
究
を
行
う
。
こ
こ

で
い
う
調
査
研
究
と
は
、
研
修
の
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
に

必
要
な
情
報
収
集
・
整
理
・
再
構
成
の
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
、
教
員
勤
務
実
態
調
査
の
集
計
速
報
が
公
表
さ

れ
た
の
が
２
０
１
７
年
４
月
28
日
で
あ
り
、
月
あ
た
り

こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
教
職
員
支
援
の
構
築
に
向
け
て

―
養
成
・
採
用
・
研
修
の
一
体
的
改
革
に
向
け
た
取
組
の
推
進
―

東
北
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
准
教
授

独
立
行
政
法
人
教
職
員
支
援
機
構
客
員
フ
ェ
ロ
ー

青
木 

栄
一

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
、
独
立
行
政
法
人
教
職
員
支
援
機
構
の
新

た
な
取
組
と
し
て
、
教
員
の
養
成
・
採
用
・
研
修
の
一
体
的
改
革

を
支
援
す
る
機
能
強
化
事
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。
本
誌
は
こ
れ
ら

の
取
組
に
注
目
し
、
同
機
構
の
協
力
を
得
て
、
適
宜
、
読
者
に
情

報
を
提
供
し
て
い
く
。

　

特
に
、
同
機
構
に
新
た
に
付
与
さ
れ
た
「
調
査
研
究
機
能
」
で

は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
政
策
提
案
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
研
究
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
連
載
は
、
教
職
員
支
援
機
構
の
新
た
な
使
命
や
機
能
に
着
目

し
て
、
同
機
構
が
行
う
調
査
研
究
の
在
り
方
や
内
容
設
定
、
具
体

的
テ
ー
マ
等
を
概
説
し
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
研
究
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
際
を
紹
介
す
る
。

学
校
経
営
に
お
け
る
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
調
査
研
究
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｅ
）
報
告
　
―
教
員
の
勤
務
実
態
の
把
握
と
情
報
収
集
・
分
析
・
再
構
築
を
通
じ
た
研
修
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
―

第５回
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表１　教員の1日当たりの学内勤務時間（平日、土日）

表２　業務内容別の学内勤務時間（１日当たり、平日）

（出典）表１〜３はすべて文部科学省ウェブサイト「教員勤務実態調査（平成 28年度）の集計（速
報値）について（概要）」2017 年４月 28日より
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残
業
80
時
間
超
の
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
教
員
の
割

合
が
報
道
さ
れ
た
（『
産
経
新
聞
』
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
、
２
０

１
７
年
４
月
28
日
付
）。
中
学
校
教
諭
で
は
57
パ
ー
セ

ン
ト
、
小
学
校
教
諭
で
は
33
パ
ー
セ
ン
ト
が
こ
の
過
労

死
ラ
イ
ン
を
超
え
た
こ
と
が
や
や
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル

に
報
道
さ
れ
た
。
マ
ス
コ
ミ
の
注
目
も
高
ま
り
、
与
野

党
で
の
動
き
も
活
発
化
し
た
（
例 

２
０
１
７
年
５
月
18

日
、
自
由
民
主
党
教
育
再
生
実
行
本
部
第
八
次
提
言
の

な
か
で
「
次
世
代
の
学
校
指
導
体
制
実
現
部
会
」
緊
急

提
言
が
含
ま
れ
、
そ
こ
で
は
教
師
の
長
時
間
勤
務
の
是

正
が
盛
り
込
ま
れ
た
）。

　

政
府
に
お
い
て
も
そ
の
対
策
が
求
め
ら
れ
、
２
０
１

７
年
６
月
22
日
に
松
野
博
一
文
部
科
学
大
臣
（
当
時
）

か
ら
中
央
教
育
審
議
会
へ
「
新
し
い
時
代
の
教
育
に
向

け
た
持
続
可
能
な
学
校
指
導
・
運
営
体
制
の
構
築
の
た

め
の
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
関
す
る
総
合
的
な

方
策
に
つ
い
て
」
が
諮
問
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
初
等
中

等
教
育
分
科
会
に
「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
特
別

部
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
第
１
回
が
２
０
１
７
年
７
月

11
日
に
開
催
さ
れ
、
８
月
29
日
に
は
「
学
校
に
お
け
る

働
き
方
改
革
に
係
る
緊
急
提
言
」
が
出
さ
れ
た
（
第
３

回
）。
急
ピ
ッ
チ
で
の
審
議
が
進
め
ら
れ
、
年
末
に
は

こ
の
特
別
部
会
か
ら
中
教
審
本
体
に
提
出
さ
れ
た
案
を

も
と
に
「
中
間
ま
と
め
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
（
12
月
22

表３　業務内容別の学内勤務時間（１日当たり、土日）
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公
務
労
働
市
場
を
構
成
し
て
い
る
（
北
村
・
青
木
・
平

野 

２
０
１
７
）。
つ
ま
り
、
悪
口
や
自
慢
話
を
い
く
ら

し
て
も
解
決
に
な
ら
な
い
。
必
要
な
の
は
「
仕
組
み
」

で
も
っ
て
解
決
を
図
る
こ
と
、
つ
ま
り
政
策
論
議
で
あ

る
。
こ
の
政
策
課
題
と
し
て
の
教
員
の
多
忙
・
多
忙
化
・

多
忙
感
の
改
善
を
図
る
た
め
に
、
参
考
と
し
た
の
は
２

０
１
５
年
12
月
21
日
に
出
さ
れ
た
中
教
審
答
申
「
こ
れ

か
ら
の
学
校
教
育
を
担
う
教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
に

つ
い
て
」
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
教
員
の
養
成
・
採
用
・

研
修
の
一
体
的
改
革
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　

教
員
を
志
望
す
る
学
生
は
、
養
成
段
階
で
十
分
に
学

校
と
い
う
職
場
を
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
（
教
職
課

程
で
教
え
る
大
学
教
員
に
つ
い
て
も
同
様
に
疑
わ
し

い
）。
教
員
を
採
用
す
る
都
道
府
県
教
育
委
員
会
は
、

採
用
の
際
に
勤
務
の
負
荷
に
耐
え
ら
れ
る
人
材
を
「
選

考
」
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
研
修
を
企
画
す
る
教
育
委

員
会
は
、
教
員
を
働
く
主
体
と
し
て
位
置
づ
け
、
教
員

に
自
ら
を
守
る
働
き
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
だ
け
で
も
、
教
員
の
労
働

に
つ
い
て
い
か
に
も
心
許
な
い
現
状
で
あ
る
こ
と
が
容

易
に
理
解
で
き
る
。

　
「
教
職
論
」
は
教
員
免
許
を
取
得
す
る
際
に
は
必
修
科

目
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
教
育
実
習
を
ま
だ
し
て
い
な
い

大
学
１
、
２
年
生
の
頃
に
履
修
す
る
。
そ
こ
で
は
、
教

日
）。
さ
ら
に
、
文
部
科
学
省
で
は
12
月
26
日
に
「
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
関
す
る
緊
急
対
策
に
つ
い

て
」
を
ま
と
め
た
。
２
０
１
８
年
に
入
っ
て
も
こ
の
特

別
部
会
の
審
議
は
進
め
ら
れ
て
お
り
、
学
校
の
運
営
体

制
等
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
論
を
は
じ
め
と
し
て
教
員
の
勤
務

実
態
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
当
然
と
言
え

ば
当
然
で
あ
る
が
、
こ
の
政
策
課
題
へ
の
新
規
参
入
組

（
研
究
者
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
出
版
社
、
企
業
）
が

増
え
て
い
っ
た
。
い
わ
ば
教
員
の
働
き
方
改
革
バ
ブ
ル

で
あ
る
。
地
方
公
務
員
と
し
て
の
教
員
（
幼
稚
園
か
ら

公
立
大
学
）
は
お
よ
そ
１
０
０
万
人
で
あ
り
、
こ
れ
は

地
方
公
務
員
全
体
の
４
割
で
あ
る
（
２
０
１
６
年
度
時

点
）。
公
立
小
中
学
校
の
教
員
数
だ
け
で
も
60
万
人
を
超

え
て
い
る
（
北
村
・
青
木
・
平
野 

２
０
１
７
）。
こ
れ

だ
け
の
人
数
を
対
象
と
す
る
政
策
立
案
、
制
度
設
計
を

す
る
た
め
に
必
要
な
の
は
実
証
的
デ
ー
タ
及
び
制
度
設

計
の
で
き
る
俯
瞰
の
視
点
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
バ

ブ
ル
と
し
か
見
え
な
い
こ
う
し
た
風
潮
に
は
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

文
部
科
学
省
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
行
政
に
対
す
る

批
判
、
教
育
界
に
対
す
る
批
判
が
高
ま
っ
て
い
る
。「
心

あ
る
」
教
員
を
長
時
間
勤
務
に
追
い
や
る
存
在
と
し
て

教
育
行
政
が
批
判
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
て
も
い
る
。
ブ

ラ
ッ
ク
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
形
容
詞
が
教
育
論
議
で

も
蔓
延
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
悩
め
る
教
員

を
ミ
ス
リ
ー
ド
し
か
ね
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
う
し
た
批
判
は
「
悪
口
」
と
し

て
機
能
し
は
じ
め
、
冷
静
な
政
策
論
議
の
足
を
引
っ
張

る
こ
と
に
な
る
。
批
判
の
手
段
と
し
か
な
ら
ず
制
度
設

計
に
は
一
向
に
つ
な
が
ら
な
い
。

　

他
方
、
個
々
の
学
校
レ
ベ
ル
の
改
善
の
成
功
体
験
を

も
っ
て
政
策
論
議
に
参
入
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。善
意
か

ら
と
は
い
え
、
個
別
ケ
ー
ス
の
改
善
事
例
が
喧
伝
さ
れ

る
が
、
こ
れ
で
は
改
善
事
例
が
「
自
慢
話
」
に
し
か
な

ら
ず
、
政
策
レ
ベ
ル
で
の
議
論
に
混
乱
を
も
た
ら
す
。

往
々
に
し
て
改
善
事
例
と
い
う
の
は
、
効
果
が
あ
る
と

信
じ
る
か
ら
効
果
が
あ
る
と
思
い
込
ん
だ
り
、
お
金
を

払
っ
て
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
も
ら
う
か
ら
あ

り
が
た
が
っ
た
り
し
た
帰
結
で
あ
る
。
個
々
の
事
例
で

は
好
ま
し
い
改
善
が
な
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

の
成
功
体
験
は
直
接
に
は
制
度
論
議
に
な
じ
ま
な
い
。

そ
も
そ
も
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
的
思
考
か
ら
は
法
令
や
政

策
を
ふ
ま
え
た
現
実
的
な
政
策
論
議
は
生
ま
れ
な
い
。

悪
く
す
る
と
精
神
論
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

　

さ
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
の
よ
う
な
政
策
論
議

の
障
害
と
な
る
よ
う
な
論
調
と
は
一
線
を
画
す
。
先
述

の
通
り
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
教
育
部
門
は
巨
大
な
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職
の
「
意
義
」
が
強
調
さ
れ
る
が
、
職
場
と
し
て
の
学

校
、
職
業
と
し
て
の
教
員
を
意
識
す
る
内
容
が
教
え
ら

れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
も
そ
も
教
職
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
な
ど
と
い
う
美
名
の
も
と
に
無
償
労
働
に
慣
れ
て
い

く
。『
会
社
四
季
報
』
を
読
む
就
職
活
動
中
の
学
生
は
い

る
が
、そ
れ
と
同
様
に
業
界
研
究
を
す
る
教
職
志
望
の
学

生
は
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
採
用
試
験
に
お
い
て
も
、
時

事
的
な
ト
ピ
ッ
ク
を
知
り
、
教
え
る
人
間
と
し
て
の
ス

キ
ル
は
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
働
き
方
」

に
つ
い
て
の
耐
性
、
知
識
、
ス
キ
ル
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
教
員
の
養
成
・
採
用
・
研
修
の
観
点
か

ら
み
れ
ば
、
教
員
志
望
の
学
生
や
現
職
の
教
員
た
ち
が

働
く
こ
と
に
対
し
て
あ
ま
り
に
も
無
防
備
な
状
態
で
あ

る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
こ
に
本
研
究
の
社
会
的
、

政
策
的
意
義
が
あ
る
。
そ
し
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
に
お
け
る

調
査
研
究
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
研
修
に
焦
点
を
当
て
る
。

２　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
体
制

　

研
究
体
制
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
筆
者
（
青
木
）

が
研
究
代
表
者
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
筆
者
が
２
０
０

６
年
と
２
０
１
６
年
に
実
施
さ
れ
た
文
部
科
学
省
の
教

員
勤
務
実
態
調
査
に
２
回
と
も
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て

関
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
健
康

改
善
で
も
そ
う
だ
が
、
ま
ず
は
現
状
を
認
識
す
る
こ
と

が
改
善
の
第
一
歩
だ
か
ら
で
あ
る
。
荒
井
氏
は
『
内
外

教
育
』
に
携
わ
っ
て
お
り
、
文
字
通
り
国
内
外
の
教
育

事
情
に
詳
し
い
。
さ
ら
に
、
関
連
事
業
と
し
て
教
員
採

用
試
験
や
管
理
職
試
験
に
つ
い
て
も
精
通
し
て
い
る
。

佐
藤
教
授
は
教
育
に
関
す
る
研
修
分
野
で
著
名
な
研
究

者
で
あ
り
、
研
修
・
講
座
の
つ
く
り
か
た
に
関
す
る
著

作
も
刊
行
し
て
い
る
（
佐
藤 

２
０
１
３
）。
田
中
講
師

は
韓
国
の
教
育
政
策
に
詳
し
く
（
田
中 

２
０
１
３
）、

韓
国
の
教
員
研
修
や
学
校
に
お
け
る
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
施
策
の
動
向
に
も
明
る
い
。
福
田
教
授
は
家
族
社

会
学
が
専
門
で
あ
り
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
関

し
て
計
量
分
析
に
よ
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
（Fukuda 

2016

）。
ま
た
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
博
士
号
を

取
得
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
脈
が
豊
富
で
あ
る
。

山
崎
准
教
授
は
日
本
教
育
史
が
専
門
で
、
戦
後
教
員
養

成
に
関
す
る
研
究
（
山
崎 

２
０
１
７
）
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
現
代
の
教
員
養
成
に
つ
い
て
も
詳
し
い
。
神
林

研
究
員
は
教
員
の
労
働
時
間
に
関
す
る
実
証
的
研
究
で

博
士
号
を
取
得
し
た
（
神
林 

２
０
１
７
）。

　

教
員
養
成
の
歴
史
的
視
点
を
ふ
ま
え
（
山
崎
）、
教

員
の
勤
務
実
態
を
十
分
に
認
識
し
た
上
で
（
青
木
、
神

林
）、
国
内
外
の
情
勢
を
収
集
・
整
理
し
（
荒
井
、
福

田
、
田
中
）、
具
体
的
研
修
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
落
と
し

込
む
（
佐
藤
）
と
い
う
役
割
分
担
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
研
究
メ
ン
バ
ー
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
挑
戦
に
必

要
不
可
欠
な
人
材
で
あ
る
。

３　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
活
動

　

２
０
１
７
年
度
は
４
回
の
研
究
会
議
を
行
っ
た
。
第

１
回
は
９
月
４
日
、
第
２
回
は
10
月
10
日
、
第
３
回
は

11
月
14
日
、
第
４
回
は
２
０
１
８
年
２
月
15
日
に
開
催

さ
れ
た
。
２
０
１
７
年
度
は
次
年
度
以
降
に
向
け
た
情

報
収
集
に
力
点
を
置
い
た
。

　

主
た
る
成
果
は
次
の
４
点
で
あ
る
。
第
１
に
、
教
員

に
関
す
る
歴
史
研
究
の
観
点
か
ら
、
１
９
５
０
年
代
〜

１
９
７
０
年
代
の
二
次
史
料
か
ら
、
当
時
の
教
員
の
勤

務
実
態
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
た
。
こ
の
当
時
、
す
で

研
究
体
制　

２
０
１
７
年
度
末
時
点

青
木
栄
一
（
東
北
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
・
准
教
授
）

荒
井
篤
子
（
時
事
通
信
出
版
局
・
編
集
委
員
長
）

佐
藤
晴
雄
（
日
本
大
学
文
理
学
部
・
教
授
）

田
中
光
晴
（
東
北
大
学
高
度
教
養
教
育
・
学
生
支
援
機
構
・
講
師
）

福
田
亘
孝
（
東
北
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
・
教
授
）

山
崎
奈
々
絵
（
聖
徳
大
学
大
学
院
教
職
研
究
科
・
准
教
授
）

神
林
寿
幸
（
教
職
員
支
援
機
構
・
研
修
特
別
研
究
員
）
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に
、
授
業
準
備
の
時
間
不
足
、
残
業
が
長
時
間
に
わ
た

る
こ
と
、「
雑
務
」
が
多
い
こ
と
を
多
く
の
教
員
が
不
満

に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
有
給
休
暇
を
取
得
し
に
く
い
こ

と
、
非
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
メ
ン
バ
ー
間
で

共
有
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
戦
後
の
教
員

の
勤
務
時
間
に
関
す
る
調
査
を
整
理
し
、
メ
ン
バ
ー
間

で
共
有
し
た
。
第
２
に
、
韓
国
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

関
連
情
報
を
共
有
し
、
現
地
視
察
に
資
す
る
た
め
の
情

報
整
理
を
行
っ
た
。
視
察
の
詳
細
は
別
記
す
る
。
第
３

に
、
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
教
員
研
修

の
内
容
を
収
集
・
調
査
し
た
。
教
員
の
勤
務
改
善
に
真

正
面
か
ら
焦
点
を
当
て
た
も
の
は
、
き
わ
め
て
少
な
い

こ
と
が
判
明
し
た
。
第
４
に
、
教
員
採
用
試
験
問
題
を

収
集
し
整
理
し
た
結
果
、
２
０
１
７
年
度
前
後
に
実
施

さ
れ
た
試
験
か
ら
徐
々
に
、
教
員
の
働
き
方
改
革
や
勤

務
実
態
に
関
す
る
出
題
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。

　

さ
て
、
先
述
し
た
韓
国
と
イ
ギ
リ
ス
の
現
地
調
査
に

つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
第
１
に
、
韓
国
調
査
で

あ
る
が
、
ソ
ウ
ル
特
別
市
教
育
庁
教
育
研
究
情
報
院
、

ガ
ド
ン
初
等
学
校
、
祥
明
大
学
校
を
訪
問
し
た
。
韓
国

で
は
特
定
の
事
件
、
政
策
課
題
に
対
応
し
て
、
中
央
省

庁
か
ら
の
要
請
で
学
校
の
業
務
が
拡
大
す
る
。
た
と
え

ば
、
環
境
省
か
ら
環
境
教
育
が
要
請
さ
れ
た
り
、
セ

ウ
ォ
ル
号
沈
没
事
故
後
に
安
全
教
育
が
推
進
さ
れ
た
り

し
た
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
に
業
務
が
課
さ
れ
る
背
景
に

は
、
議
員
・
政
党
等
政
治
的
要
因
が
働
く
場
合
も
あ
る
。

他
方
、
教
員
の
業
務
負
担
軽
減
策
と
し
て
、
公
文
書
の

削
減
、
監
査
業
務
（
学
校
視
察
）
の
削
減
が
な
さ
れ
た

ほ
か
、
Ｎ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
（
学
校
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
）
が
導

入
さ
れ
た
。
な
お
、
韓
国
で
は
学
校
行
政
業
務
支
援
員

へ
の
研
修
は
あ
る
も
の
の
、
教
員
向
け
に
教
員
の
業
務

改
善
に
関
す
る
研
修
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

　

第
２
に
、
イ
ギ
リ
ス
調
査
で
あ
る
が
、
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
の
各
研
究
機
関
を
訪
問
し
た
。主
た
る
訪

問
先
は
、
社
会
学
科
（D

epartm
ent of Sociology

）、

生
活
時
間
調
査
セ
ン
タ
ー
（Centre for T

im
e U

se 

Research
）、
ニ
ッ
サ
ン
日
本
学
研
究
所
（N

issan 

Institute of Japanese Studies

）
で
あ
る
。
主
た
る

成
果
は
、
生
活
時
間
調
査
の
世
界
的
動
向
お
よ
び
イ
ギ

リ
ス
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
態
に
つ
い
て
研

究
者
の
観
点
か
ら
情
報
提
供
を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。

特
に
、
生
活
時
間
調
査
セ
ン
タ
ー
訪
問
で
は
、
当
該
分

野
の
世
界
的
権
威
で
あ
るJonathan Gershuny

教
授

か
ら
直
接
、
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
生
活
時
間
調
査
の

メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
（
調
査
票
の
現
物
、
記
録
用
機
器
の
現

物
等
を
拝
見
し
た
）
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

４　

今
後
の
研
究
活
動
予
定

　

今
後
求
め
ら
れ
る
研
究
活
動
と
し
て
、
他
業
種
・
他

職
種
の
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び
顧
客
対
応
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
情
報
収
集
す
る
こ
と
で
あ
る
。
感
情
労
働
の
典

型
で
あ
る
エ
ア
ラ
イ
ン
、
顧
客
対
応
が
洗
練
さ
れ
て
い

る
百
貨
店
な
ど
を
調
査
対
象
と
し
た
い
。
そ
の
上
で
、

教
員
・
学
校
に
適
用
で
き
る
も
の
を
抽
出
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

付
記

　

本
稿
に
お
け
る
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
、
文
部
科
学

省
、
中
央
教
育
審
議
会
の
公
式
見
解
で
は
な
く
、
筆
者
の
個
人
的
見

解
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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